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顧客目線で建物の価値を創出し、長年のノウハウと実績で工場や
ビル、空調機器のリノベーションをワンストップサービスで提供する
春日部で誕生して今年創業60年を迎えた正和工業は、設備工事と建築事業を手がける、業界でも希少な会社だ。官民
合わせて2万件超の工事実績を持ち、早くから元請けとして工事を請け負ってきた。工場、ビル、空調機器の3分野をカ
バーするリノベーションブランド「RENOXIA（リノシア）」を強みに、商業施設やビル、マンション、工場、倉庫等のリノ
ベーション市場を開拓している。

正和工業株式会社

この4月に創業60年を迎えた正和工業株式会社。
同社は工場や倉庫、ビル、マンション、商業施設など
のリノベーションを軸に事業を展開し、建築工事、設
備工事、電気工事を計画から設計、施工、アフターメ
ンテナンスまでワンストップで行う。
官民合わせて2万件以上の施工実績を持ち、元請

けで財務省本庁舎や参議院第二別館、大宮ソニック
シティ、春日部市立医療センターなどの大型案件を数
多く手がけてきた。現在は、春日部市役所新本庁舎の
建設工事も進めている。東京大学附属図書館の工事
では、優れたリノベーションを施した建築物に授与さ
れるBELCA賞ロングライフ部門を受賞した。
「当社には建築、設備、電気、三業種の施工管理者
＝現場監督がいます。施工管理業務は自社で行って
内製化を図り、施工は確かな技術を持つ協力会社に
依頼しています。当社のように設備と建築を手がける
会社はほとんどないと思います」（横田生樹社長）
同社は、工場やビルのリノベーションという自らが
戦える市場を探って徹底的に組織をつくり込み、自社
の強みを生かして市場を開拓している。その強みとは、
長年培ってきたノウハウや技術の蓄積、積み上げた

採用した同社。しかも、定着率は90％超と高水準を誇
る。一体どのような取り組みがなされているのか。
「当社の一番大事な存在意義は、自社で働く社員
が豊かな人生を歩めるようにすることです。そのため、
お金（給料）、時間、健康、職場環境、心。この五つを
起点に、環境や福利厚生を整えています」　
例えば時間。仕事の幅が広く仕事量も多い現場監督

業務は、当人しかできないコア業務とノンコア業務に分
けて後者を建設ディレクターが担い、現場監督はコア業
務に専念して拘束時間を減らすという施策を進めている。
また、福利厚生では、利益を還元するリフレッシュ旅行制
度、子どものイベントに休暇を取得できる制度など手厚
い支援策を数多く用意。こうして生産性を上げながら、
社員がオンとオフを上手に切り替えて働ける環境を整え
ている。
「福利厚生を100種類つくりたい、という話も出て
きていますが、そうしたことができるような会社にして
いきたいと思っています」

社会全体でSDGsの取り組みが加速する現在。こ
の先新築案件は頭打ちとなり、建物の運用はスクラッ
プアンドビルドのフロー型から、リフォームして長く使
おうというストック型へと移行することが予想される。
そして現在、全国の都市とその郊外には、老朽化した
ビルや工場が数多く存在している―同社は、そこに
商機と勝機を見いだしている。
「社会が建物ストック型社会に切り替わった時、こ
の資源をどう有効活用しようか、となっていくはずです。
その時に向けて、より一層リノベーションに特化した技
術力を蓄えていきたいです」
“2030年までに売上高300億円達成”という目標
を掲げる同社。ブランド力の向上、独自商品・サービス
の開発、建設DX化の推進、人材育成への投資など、
さまざまな施策に取り組みながら、持ち前の“チャレン
ジスピリット”で目標に邁進していく。

平成20（2008）年には法人向け産業用太陽光発
電設備工事を開始し、平成27年PFI事業で春日部市
立小・中学校のエアコン整備を手がけるなど、公共工
事を中心に大型案件を手がけ成長を遂げていく。そ
れと同時に、他社との差別化が図れ、自社の強みが
生かせる事業領域の模索が行われていた。
「平成23年に住宅リフォーム事業を立ち上げました。
けれど営業効率が悪く宣伝広告費がかさむ。そのう
え参入障壁が低いため競合が多く、価格競争になっ
て当社の強みを生かせませんでした。ならば、勝てる
市場はどこか？ そこで出した答えが中規模な工場や
ビルのリノベーションという市場でした」
工場やビルのリフォームは、建物の躯体が出来上

がっているため大半を設備工事が占めることになる。
設備工事会社にとっては大規模建築物を施工する技
術力だけでなく、特定建設業許可が必要になるため
参入障壁は高くなる。一方、競合となるゼネコンは新
築案件に集中するため、中規模ビルのリフォーム事業
への対応は手薄になりがちであった。同社はそのニッ
チ市場に、自社の強みが生かせる“事業の立地”を見
いだしたのだ。
それまで民間工事においては、ゼネコンから依頼を
受けて工事を行っていた同社。大きく舵を切り、元請
工事を主体とするべく工場やビル改修に向けた自社
商品の開発を進めていった。
そして平成29年、リノベーションブランド「RENOXIA

（リノシア）」が完成する。こうして、企業向けのリノベー
ション事業が走り出した。

リノシアには三つの商品がある。工場や倉庫などの
建物を時代の変化に合わせ、かつ収益を向上させる
「リノシアファクトリー」。ビルやマンションの老朽化を
改善して用途変更等を行い、収益改善を図る「リノシ
アビルディング」。省エネ化や職場環境の快適性を
図る空調リノベーション「スカイシア」だ。

につながるのか、お客さまが抱える本質的な課題解
決をベースに物事を提案しなさい、と」
同社は資本を投入し人材を育成して提案力、設計

力を磨き、テレアポや訪問営業、Web集客、インサイ
ドセールスなどさまざまなアプローチで市場を開拓し
ていった。今では新規で大手しょうゆメーカーや物置
メーカー等の工事を受注するほか、顧客からの紹介
やリピートも多く、「提案してもらった冷却装置の導入
で作業効率が向上した」「事務所仕様のビルからワン
ルーム仕様に変え、収益が上がった」など、顧客満足
度も高い。横田社長は「これまでの取り組みが実を結
び始めている」と語る。

に近いためインバウンド需要があり、都市のポテン
シャルも高いことだ。福岡支店は順調なスタートを切
り、昨年、次なる都市に進出する。大阪である。
「大阪万博で業界が活気を帯び、工事の担い手が
足りなくなります。そのタイミングで進出しました」　
すでに次の進出都市も決まっているという。今後も
社会情勢やビジネスイベント等を見極めながら、攻め
の姿勢で拠点展開を行う考えだ。

戦略的な採用計画により、2年で約50人の若手を

実績、そして何より顧客目線で最適なリノベーション
を提示できる提案力である。

昭和38（1963）年、現社長の父で先代の横田政
和氏が、勤めていた溶接配管会社から独立して春日
部で同社を興す。建設業界が初のオリンピックを目前
に活気を帯びるなか、同社も数々の水道工事を手が
け事業は順調に滑り出した。
その後公共下水道が整備されると、家庭用トイレ
の水洗化と和式から洋式への切り替えニーズが増え、
水道設備と合わせてトイレ改修工事の依頼が入るよ
うになる。同社は政和氏の「元請けとして受注できる
体制をつくっていこう」という掛け声のもと、水道工事
と建築工事を自社で手がけながら設備、電気と事業
領域を広げ、元請け会社に必要なスキルを身につけ
ていった。そして東京・霞ヶ関の財務省本庁舎トイレ
改修に伴う内装工事で本格的に建築業に参入。分業
化が一般的な建築業界で、設備工事と建築工事の
両方を手がける希少な存在となった。

特徴は、すべてを自社で行うためコストパフォーマ
ンスがよく工事をスピーディーに行えること、蓄積した
ノウハウで夜間や操業しながらの工事も行えること。
さらに、経営効率の向上を軸に顧客目線で課題解決
のプランを提案できることだ。
「社員には、私たちの仕事は『モノ売りではなくコト
売りだ』と伝えています。例えば、工場のトイレ改修を
提案するのに新型トイレの利便性を説明するのでは
なく、女性採用に向けた環境が用意できれば人手不
足の解消につながるなど。なぜその提案が経営改善

リノシアの手応えをつかんだ同社は、令和2（2020）
年、福岡市・西中洲に福岡支店を開設する。
「都心にはビル、その郊外には工場という、埼玉の
地の利を生かした当社のビジネススキームは、ほかの
都市でも同様に展開できると考えました」
福岡を選んだのは、博多や天神は商業ビルが密集

する繁華街エリアで、そこから車で1時間ほどの場所
に工業地帯北九州市があること。さらに中国や韓国
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設備と建築を手がける希少な存在

令和５年度がスタートしました。令和２年2月に新
型コロナウイルス感染症が本県で初めて発生して
から４年目に入り、これまで県民の皆様のご協力を
いただきながら感染症対策に取り組んできました。
５月８日以降、感染症法上の分類が５類感染症に位
置付けられる国の方針を受けて、これまでの新型コ
ロナウイルス感染症への対応も大きく転換すること
になります。今年度こそ、新しい時代の幕開けとし
て、１０年後、２０年後を見据えたポストコロナ元年に
ふさわしい変革の年にしていかなければなりません。
さて、埼玉県では、令和４年度より新たな埼玉県

５か年計画がスタートしています。この計画が目指
す、あらゆる人に居場所があり、活躍でき、安心して
暮らせる「日本一暮らしやすい埼玉」の実現に向け、
様々な施策に取り組んできています。
この計画を策定した背景として、７５歳以上の高
齢者人口が全国で最も速いスピードで増加する本
県最大の課題である超少子高齢化への対応、また
新型コロナウイルス感染症の感染拡大や台風・集
中豪雨による災害の発生など災害・危機管理対応
が待ったなしである一方、こうした危機が私たちの
行動、意識、価値観に変化をもたらし、ＤＸをはじめ
とした新たな社会生活への変革を進める契機にも
なっています。このような時代の転換点にあたり将
来を見据えて埼玉県のあるべき姿について定め、
その具体的な施策を示すことが不可欠となり、２０４０
年に向けた中長期的な視点も見据え、「安心・安全
の追究」、「誰もが輝く社会」、「持続可能な成長」
といった３つの将来像の実現に向け、１２の針路と

５４の分野別の施策を位置付けたものです。
令和５年度は、５か年計画の２年目に当たり、「日

本一暮らしやすい埼玉」実現へ加速をさせる重要
な年になってきます。
具体的には、「安心・安全の追究」では、デジタル

技術を活用して災害対策本部機能を向上させるな
ど災害・危機管理に強い埼玉の構築、県民の暮ら
しの安心確保、拠点病院と連携病院を結ぶ
Tele-ICUを通じたネットワークの拡充など介護・
医療体制の充実に取り組みます。また、「誰もが輝
く社会」では、市町村が実施する給付又は支援に
上乗せして、ギフトボックス等を新たに配付するな
ど子育てに希望が持てる社会の実現、未来を創る
子供たちの育成、人生１００年を見据えたシニア活
躍の推進、誰もが活躍し共に生きる社会の実現、
支え合い魅力あふれる地域社会の構築に取り組み
ます。さらに、「持続可能な成長」では、埼玉版スー
パー・シティプロジェクトを着実に推進するための市
町村への支援、あと数マイルプロジェクトの推進な
ど未来を見据えた社会基盤の創造、豊かな自然と
共生する社会の実現、稼げる力の向上、儲かる農
林業の推進に取り組むこととしています。
ＤＸの推進による生産性の向上、サーキュラーエ

コノミーの取組みなど資源のスマートな利用の推進、
デジタル人材育成支援など輝き続ける人材の確
保・育成といった社会的課題の解決と経済の両立
を目指しながら、新型コロナウイルス感染症の拡大
防止と合わせて、「日本一暮らしやすい埼玉」実現
への加速に取り組んでまいります。

埼玉県副知事
山本 悟司氏

埼玉県５か年計画
「日本一暮らしやすい埼玉」実現への加速
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工事の様子

正和工業株式会社ZOOM UP

この4月に創業60年を迎えた正和工業株式会社。
同社は工場や倉庫、ビル、マンション、商業施設など
のリノベーションを軸に事業を展開し、建築工事、設
備工事、電気工事を計画から設計、施工、アフターメ
ンテナンスまでワンストップで行う。
官民合わせて2万件以上の施工実績を持ち、元請

けで財務省本庁舎や参議院第二別館、大宮ソニック
シティ、春日部市立医療センターなどの大型案件を数
多く手がけてきた。現在は、春日部市役所新本庁舎の
建設工事も進めている。東京大学附属図書館の工事
では、優れたリノベーションを施した建築物に授与さ
れるBELCA賞ロングライフ部門を受賞した。
「当社には建築、設備、電気、三業種の施工管理者
＝現場監督がいます。施工管理業務は自社で行って
内製化を図り、施工は確かな技術を持つ協力会社に
依頼しています。当社のように設備と建築を手がける
会社はほとんどないと思います」（横田生樹社長）
同社は、工場やビルのリノベーションという自らが
戦える市場を探って徹底的に組織をつくり込み、自社
の強みを生かして市場を開拓している。その強みとは、
長年培ってきたノウハウや技術の蓄積、積み上げた

採用した同社。しかも、定着率は90％超と高水準を誇
る。一体どのような取り組みがなされているのか。
「当社の一番大事な存在意義は、自社で働く社員
が豊かな人生を歩めるようにすることです。そのため、
お金（給料）、時間、健康、職場環境、心。この五つを
起点に、環境や福利厚生を整えています」　
例えば時間。仕事の幅が広く仕事量も多い現場監督
業務は、当人しかできないコア業務とノンコア業務に分
けて後者を建設ディレクターが担い、現場監督はコア業
務に専念して拘束時間を減らすという施策を進めている。
また、福利厚生では、利益を還元するリフレッシュ旅行制
度、子どものイベントに休暇を取得できる制度など手厚
い支援策を数多く用意。こうして生産性を上げながら、
社員がオンとオフを上手に切り替えて働ける環境を整え
ている。
「福利厚生を100種類つくりたい、という話も出て
きていますが、そうしたことができるような会社にして
いきたいと思っています」

社会全体でSDGsの取り組みが加速する現在。こ
の先新築案件は頭打ちとなり、建物の運用はスクラッ
プアンドビルドのフロー型から、リフォームして長く使
おうというストック型へと移行することが予想される。
そして現在、全国の都市とその郊外には、老朽化した
ビルや工場が数多く存在している―同社は、そこに
商機と勝機を見いだしている。
「社会が建物ストック型社会に切り替わった時、こ
の資源をどう有効活用しようか、となっていくはずです。
その時に向けて、より一層リノベーションに特化した技
術力を蓄えていきたいです」
“2030年までに売上高300億円達成”という目標
を掲げる同社。ブランド力の向上、独自商品・サービス
の開発、建設DX化の推進、人材育成への投資など、
さまざまな施策に取り組みながら、持ち前の“チャレン
ジスピリット”で目標に邁進していく。

平成20（2008）年には法人向け産業用太陽光発
電設備工事を開始し、平成27年PFI事業で春日部市
立小・中学校のエアコン整備を手がけるなど、公共工
事を中心に大型案件を手がけ成長を遂げていく。そ
れと同時に、他社との差別化が図れ、自社の強みが
生かせる事業領域の模索が行われていた。
「平成23年に住宅リフォーム事業を立ち上げました。
けれど営業効率が悪く宣伝広告費がかさむ。そのう
え参入障壁が低いため競合が多く、価格競争になっ
て当社の強みを生かせませんでした。ならば、勝てる
市場はどこか？ そこで出した答えが中規模な工場や
ビルのリノベーションという市場でした」
工場やビルのリフォームは、建物の躯体が出来上

がっているため大半を設備工事が占めることになる。
設備工事会社にとっては大規模建築物を施工する技
術力だけでなく、特定建設業許可が必要になるため
参入障壁は高くなる。一方、競合となるゼネコンは新
築案件に集中するため、中規模ビルのリフォーム事業
への対応は手薄になりがちであった。同社はそのニッ
チ市場に、自社の強みが生かせる“事業の立地”を見
いだしたのだ。
それまで民間工事においては、ゼネコンから依頼を
受けて工事を行っていた同社。大きく舵を切り、元請
工事を主体とするべく工場やビル改修に向けた自社
商品の開発を進めていった。
そして平成29年、リノベーションブランド「RENOXIA

（リノシア）」が完成する。こうして、企業向けのリノベー
ション事業が走り出した。

リノシアには三つの商品がある。工場や倉庫などの
建物を時代の変化に合わせ、かつ収益を向上させる
「リノシアファクトリー」。ビルやマンションの老朽化を
改善して用途変更等を行い、収益改善を図る「リノシ
アビルディング」。省エネ化や職場環境の快適性を
図る空調リノベーション「スカイシア」だ。

につながるのか、お客さまが抱える本質的な課題解
決をベースに物事を提案しなさい、と」
同社は資本を投入し人材を育成して提案力、設計

力を磨き、テレアポや訪問営業、Web集客、インサイ
ドセールスなどさまざまなアプローチで市場を開拓し
ていった。今では新規で大手しょうゆメーカーや物置
メーカー等の工事を受注するほか、顧客からの紹介
やリピートも多く、「提案してもらった冷却装置の導入
で作業効率が向上した」「事務所仕様のビルからワン
ルーム仕様に変え、収益が上がった」など、顧客満足
度も高い。横田社長は「これまでの取り組みが実を結
び始めている」と語る。

に近いためインバウンド需要があり、都市のポテン
シャルも高いことだ。福岡支店は順調なスタートを切
り、昨年、次なる都市に進出する。大阪である。
「大阪万博で業界が活気を帯び、工事の担い手が
足りなくなります。そのタイミングで進出しました」　
すでに次の進出都市も決まっているという。今後も
社会情勢やビジネスイベント等を見極めながら、攻め
の姿勢で拠点展開を行う考えだ。

戦略的な採用計画により、2年で約50人の若手を

実績、そして何より顧客目線で最適なリノベーション
を提示できる提案力である。

昭和38（1963）年、現社長の父で先代の横田政
和氏が、勤めていた溶接配管会社から独立して春日
部で同社を興す。建設業界が初のオリンピックを目前
に活気を帯びるなか、同社も数々の水道工事を手が
け事業は順調に滑り出した。
その後公共下水道が整備されると、家庭用トイレ
の水洗化と和式から洋式への切り替えニーズが増え、
水道設備と合わせてトイレ改修工事の依頼が入るよ
うになる。同社は政和氏の「元請けとして受注できる
体制をつくっていこう」という掛け声のもと、水道工事
と建築工事を自社で手がけながら設備、電気と事業
領域を広げ、元請け会社に必要なスキルを身につけ
ていった。そして東京・霞ヶ関の財務省本庁舎トイレ
改修に伴う内装工事で本格的に建築業に参入。分業
化が一般的な建築業界で、設備工事と建築工事の
両方を手がける希少な存在となった。

特徴は、すべてを自社で行うためコストパフォーマ
ンスがよく工事をスピーディーに行えること、蓄積した
ノウハウで夜間や操業しながらの工事も行えること。
さらに、経営効率の向上を軸に顧客目線で課題解決
のプランを提案できることだ。
「社員には、私たちの仕事は『モノ売りではなくコト
売りだ』と伝えています。例えば、工場のトイレ改修を
提案するのに新型トイレの利便性を説明するのでは
なく、女性採用に向けた環境が用意できれば人手不
足の解消につながるなど。なぜその提案が経営改善

リノシアの手応えをつかんだ同社は、令和2（2020）
年、福岡市・西中洲に福岡支店を開設する。
「都心にはビル、その郊外には工場という、埼玉の
地の利を生かした当社のビジネススキームは、ほかの
都市でも同様に展開できると考えました」
福岡を選んだのは、博多や天神は商業ビルが密集

する繁華街エリアで、そこから車で1時間ほどの場所
に工業地帯北九州市があること。さらに中国や韓国

工事を手がけた大宮ソニックシティの熱源設備 朝礼の様子

東京本社社屋 埼玉本社社屋

自社ブランド「リノシア」の強み

社員の豊かな人生を支える環境づくり

持続可能な社会に貢献すべく技術を磨く

ビジネススキームを全国に展開
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工事の様子

正和工業株式会社ZOOM UP

この4月に創業60年を迎えた正和工業株式会社。
同社は工場や倉庫、ビル、マンション、商業施設など
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依頼しています。当社のように設備と建築を手がける
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